
2023・12・12 全然堂歳時記 冬【おでん２】 推敲過程 全88句 40行2段9.5ポ < 1 > 桐９ 

おでん食へばおでんの酒の捗りぬ

おでん食ひおでんの酒の捗りぬ

2018. 1.18

おおでん酒おでんを食へば捗りぬ 2020.11.12

おでん屋に壁あり壁に名札あり 2018. 1.19

おでん屋の壁の品書き赤と黒 2020.11.12

おでん屋の壁の品書き湯気に濡れ

おでん屋の壁の品書き湯気の中

2020.11.13

品書に読めぬ字のあるおでん酒

黒字赤丸の品書おでん屋の

2023.12. 3

おでん屋の赤丸踊るお品書 2023.12.10

おでん屋の赤丸連ねお品書

おでん屋の赤丸付のお品書

2023.12.11

墨書赤丸の品書おでん屋の

品書は墨書赤丸おでん屋よ

品書は墨書赤丸おでん屋は

品書は墨書赤丸おでん食へ

お品書は墨書赤丸おでん店

2023.12.12

ぷくぷくとおでんの中のゆで卵

お息災やおでんの中のゆで卵

2019.12.22

ぷかぷかとおでんに浮ぶ卵かな

ぷかぷかとおでんに浮ぶ茹卵

2020.11.12

おぷかぷかとおでんに遊ぶ茹卵

ぷかぷかとおでんに遊ぶゆで卵

2020.11.13

おでんの具一廻りしてさてそこで 2020.11.12

おおでんの具一巡りしてさてそこで 2023.12.11

辛き夜を導くやうにおでんの灯

灯台の如く点りておでんの灯

灯台の如くおでん屋雪の夜

雪の夜に一つ点りしおでんの灯

雪の夜のおでん屋は灯を一段と

2020.11.13

お街灯の他はおでんの灯が一つ

街灯の列を乱しておでんの灯

おでん

街灯の列に押し入るおでんの灯

2021. 1.19

裏門をどつと出てくるおでんかな

遅番に後は任せておでんかな

裏門をどつと出て来ておでんかな

2021. 1.18

遅番に後は任せておでん屋へ 2023.10. 4

残業の人と落ち合ふおでんの灯

裏門を徒歩一分のおでんの灯

裏門を徒歩一分のおでんかな

裏門出て徒歩一分のおでんかな

裏門より徒歩一分のおでん酒

裏門より徒歩一分のおでんの灯

2023.12. 1

残業の人も来りておでん食ふ 2023.12. 2

残業の人も来りておでん酒

裏門に屋台集まるおでん酒

裏門にいつもの屋台おでん酒

裏門に屋台来りておでん酒

裏門に屋台来りぬおでん酒

裏門に屋台来てゐるおでん酒

遅番にちと差入のおでんかな

退社して徒歩一分のおでん酒

2023.12. 3

裏門出て徒歩一分のおでんの灯

裏門におでんの屋台集まり来

2023.12.11

お駅を出て徒歩一分のおでんの灯

お残業の人も来りておでんの輪

2023.12.12

おでん屋に雪を払ひて入りけり 2021. 1.18

おおでん屋に雪を払ひつ入りけり 2023.12. 1

おでん屋の俳句の下手や皆笑ふ

おでん屋の俳句の下手を皆笑ふ

おおでん屋の俳句の下手を肴かな

2021. 1.18

おおでん屋の辛子の箆も見慣れたる

おでん屋の辛子の箆の突つ立つて

2021. 1.19

じやんけんに負けて夜食を買ひに行く

じやんけんに負けておでんを買ひに行く

じやんけんに負けて夜食を買ひに出て

2022. 9.10

じやんけんで負けておでんを買ひに行く

おじやんけんで負けておでんの買ひ出しに

2023.12.11

おおでんの香乗せて回送電車なり

おでんの香乗せて回送電車かな

2023. 2.23

今年あと残すところのおでんの灯 2023.10. 3

お今年あと余すところのおでんの灯 2023.12.10

おでん

おこの橋のたもとの柳おでんの灯 2023.10. 3



2023・12・12 全然堂歳時記 冬【おでん２】 推敲過程 全88句 40行2段9.5ポ < 2 > 桐９ 

おでん屋の今日は出戻り娘とよ 2023.10.12

おおでん屋の出戻りの娘に通ふなり

おでん屋の出戻りの娘に通ひ詰め

おでん屋の出戻りの娘の人気なり

2023.12. 2

市役所の残業の灯とおでんの灯

県庁の残業の灯とおでんの灯

2023.12. 1

お県庁に残業の灯やおでん酒 2023.12.12

お蒟蒻の効能を説くおでん酒 2023.12. 3

お主役にはなれぬ白滝おでん酒

白滝の存在感やおでん酒

2023.10.12

白滝の話に花の咲くおでん

白滝に言及したるおでん酒

2023.12.11

お口の実と書いて口実おでん酒 2023.12. 9

口の実と書いて口実闇夜汁 2023.12.12

おでん

おおでん屋の湯気やきとり屋の煙 2023.12.10


